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	応用
	抗原情報
	背景
	神経伝達物質であるセロトニンは、様々な認知機能や行動機能に関与していると考えられています。この遺伝子によってコードされるセロトニン受容体は、Gタンパク質共役受容体スーパーファミリーに属し、自閉症やその他の神経精神疾患への関与が疑われる遺伝子座の候補となっています。カルボキシ末端の長さが異なるタンパク質をコードする3つのスプライスバリアントが同定されています。[RefSeq提供、2008年7月],代替製品:アイソフォームAとアイソフォームBは、より高いレベルで発現しているようです。,機能:これは、神経伝達物質、ホルモン、マイトジェンとして機能する生体ホルモンである5-ヒドロキシトリプタミン（セロトニン）に対する複数の異なる受容体の1つです。この受容体の活性は、アデニル酸シクラーゼを刺激するGタンパク質によって媒介される。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：アイソフォームAは脾臓、尾状核、海馬で優勢なアイソフォームである。アイソフォームBはより低レベルで発現し、アイソフォームDはマイナーなアイソフォームである。,
	研究分野
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	HTR7抗体を用いたCOS7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

